
の具体例①（高学年）

第５学年 Ｃ 陸上運動 ウ 走り幅跳び
「１㎝でも遠くに！チームでジャンプ」

➢ 個人種目を集団化することで、１㎝にこだわってチームで記録を高め、
遠くに跳ぶ楽しさを味わうことができる。
➢ 自分の課題を選んで、自分のペースで遠くに跳ぶ動きを高めることが
できる。
➢ チームで動きを高め合い、ともに伸びを実感することができる。

単元のポイント

子供の活動 教師のねらい

１
走り幅跳びのモデルの動き
をもとに、実際にやってみて、
はじめの記録を測定する。

助走して跳ぶ心地よさを味わわせ、
もっと遠くに跳びたいという意欲をもた
せる。

２
「チームでジャンプ」の行い方
をもとに、チームでの走り幅跳
びをやってみる。

チームで記録を高める学習への期待
感を高めさせるとともに、１㎝でも遠くに
跳びたいという意欲をもたせる。

３
１㎝でも遠くに跳ぶことを目
指して、５歩～９歩の助走での
走り幅跳びをやってみる。

助走のスピードを生かして、利き足で
力強く踏み切って、フワッと跳ぶ心地よ
さと遠くに跳ぶ楽しさを味わわせる。

４
５
６

１㎝でも遠くに跳ぶために、
自分の課題解決に向けて練習
を行う。

「助走」「踏み切り」「空中動作」の３つ
から自分の課題を選ばせ、より遠くに
跳ぶ楽しさと動きを高めさせる。

７
記録会で、１㎝でも遠くに跳
ぶことを目指して跳躍を行う。

記録の高まりとこれまでの学び方の
よさを実感させる。
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「ワクワクする」という思いをふくらませ、運動を
楽しむことができるように

「怖い」「痛い」等の心理的・身体的不安を取り除き、
温かい雰囲気で運動に没頭することができるように

仲間とともに運動する喜びを味わいながら、
協働して運動に挑戦することができるように
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若手教師必見！
体育指導のポイント
福岡県体育研究所

福 岡 県 体 力 向 上 推 進 委 員 会
（ 体 育 ・ 保 健 体 育 授 業 検 討 部 会 ）
福岡県教育庁教育振興部体育スポーツ健康課

福岡県では、全ての子供たちが運動の楽しさを味わいながら、
自ら繰り返し運動に取り組む中で、運動に対する意識や意欲（運動
が好き、卒業後も運動しようと思うなど）が高まり、運動習慣を
定着するとともに、結果として、体力・運動能力が向上することを
目指しています。
そのためには、「体育・保健体育の授業」と運動を日常化するため
の「授業以外の取組」の両輪から効果的にアプローチしていくこと
が大切です。
特に、「体育・保健体育の授業」は、全ての子供が必ず運動に取り
組む貴重な時間であるため、より充実したものになるよう工夫が
必要です。

新型コロナウイルス
感染症対策を講じた
体育授業の運動例
福岡県体育研究所

小学校版



の具体例①（低学年）

子供の活動 教師のねらい

１
的に向かってボールを蹴る
ゲームをやってみる。

色々な蹴り方でボールを蹴る楽しさを
味わわせる。

２
色々な大きさや重さの的に

向かってボールを蹴るゲーム
をやってみる。

ボールを蹴る楽しさを十分に味わわ
せながら、強くボールを蹴りたいという
気持ちを高めさせる。

３
的が遠くなった場（的と的の
幅、奥行き）でゲームをやって
みる。

強く・正確にボールを蹴るこつを見付
けさせ、ボールを蹴る楽しさを味わわ
せ、蹴る動きを高めさせる。

４

高い位置にある的が加わった
場でゲームをやってみる。

ボールを浮かせてねらって蹴る

こつを見付けさせ、ボールを蹴る楽しさ
を味わわせ、蹴る動きを高めさせる。

５
ボール蹴りゲーム大会で、
チーム対抗戦を行う。

ボールを蹴る動きの高まりとこれま
での学び方のよさを実感させる。

第２学年 Ｅ ゲーム ア ボールゲーム
「ボールキックでたおせ！モンスター」

➢ 的をモンスターに見立て、難易度を段階的に高めることで蹴る楽しさを
味わいながら、蹴る動きを高めることができる。
➢ 思いっきり挑戦できる仕組みや安心してプレーできる用具等の工夫に
より、自分のペースで運動遊びを楽しむことができる。
➢ 発達段階を踏まえて動きを言語化したり、よい動きを提示したりして、
よさを見付けさせることで、認め合いながら共に学び合うことができる。

単元のポイント



の具体例①（中学年）

子供の活動 教師のねらい

１
前学年までの技のモデル動画をもと
に、色々な技を実際にやってみる。

マットで回転したり逆さになっ
たりする心地よさや楽しさを味
わわせる。

２
マイメロディーのモデル動画をもとに、
自分ができそうな基本の連続技を
やってみる。

技を繰り返したり組み合わせ
たりして技をつなげて演技をす
る楽しさを味わわせる。

３
目指すマイメロディーをつくり、実際
にやってみる。

マイメロディーのイメージを

もたせ、完成に向けて、自分の
課題を見いださせる。

４
５
６

目指すマイメロディーを完成させるた
めに、自分の運動課題の解決に向け
て練習する。

自分に合った場や練習方法
を選んで、マイメロディーをつく
る楽しさを味わわせる。

７
つくりあげたマイメロディーをタブレッ
トで撮影し合う。

動きの高まりとこれまでの
学び方のよさを実感させる。

第４学年 Ｂ 器械運動 ア マット運動
「マット運動でマイメロディーをつくろう」

➢ できるようになった技を繰り返したり組み合わせたりして、オリジナルの
連続技（マイメロディー）をつくることができる。
➢ 自分に合った練習方法で、楽しみながら動きを追究する活動を行うこと
ができる。
➢ 友達と技を見合って、互いに納得のいく技をつくりあげることができる。

単元のポイント


